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～新年会長ご挨拶～ 

 
神戸慶應倶楽部 

会長 和田 憲昌 
          

新年明けましておめ

でとうございます。 
 
 長らく続いたトンネ

ルの先にほのかな光が見

え始めました。新生日本

の曙光です。新しい日本 
の器が、今誕生しようとしているのです。 
この器は他人が創った器ではありません。皆

様、お一人お一人が創ろうとされている器です。 
人間社会の基本組織とは一体何でしょう。 

 
ヘーゲルの答えは｢国家｣でした。 
マルクスの答えは｢自治体｣です。 
レーニンとヒットラーは｢政党｣と言いました。 

 
私は個の集まりと考えております。 
啓蒙家であられた福澤諭吉先生は教育を通じ、

個の集団を創り上げようとされたのに違いあり

ません。 
同志的集まりである神戸慶應倶楽部であって

も、その集まりに参加するということは何らか

の意義を求められるからでしょう。意義のない

集まりが存続するはずがないからです。 
たとえ例会に出席されていない会員であって

も｢ＢＲＢ｣という素晴らしい広報誌をお読みに

なることで意識の上では参加されているはずで

す。 

 
 

 
 
 
我々の倶

はありませ

るという意

えるからです

先日、ある

はようござ

９人であっ

る 159 万 4
きしました

はるかに超え

我々の小

意識をもっ

各地域の三田

会員の方

が、その根

する意識に他

本年も多

年が皆様に

念申し上げま

 

 
～新年賀

平成 16 年

時間内にご

ださい。お
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楽部が直接日本を変革させる組織で

んが、切磋琢磨して自らを向上させ

識が新しい日本の器創りの源流と考

。 
会員から３人がそれぞれ３人に｢お

います。｣と声をかければ、1日目は
ても 12 日目は神戸市の人口を越え
323 人になるという面白い話をお聞
。20 日目には世界の人口 63 億人を
、100億人以上になるわけです。 
さな行いが社会を変革させる、その

た集団が｢神戸慶應倶楽部｣であり、

会であると考えます。 
々の参加される目的は様々でしょう

底に流れるものは自己を高めようと

にありません。 
数の皆様のご参画をお願いし、2004
とって素晴らしい年であることを祈

す。  

 

詞交歓会にお集まりください～ 
1 月 5 日(月) 11：30～17：00 

＜倶楽部ルームにて＞ 
自由にお集まりいただき、ご歓談く

酒と軽食をご用意しています。 

（TEL・FAXとも同じ番号です。） 
E-Mail：kobekeio@dream.ocn.ne.jp
URL：http://www.kobekeio.org/
編 集：堀 友子・八巻 晤郎 

http://www.kobekeio.org/
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元気です！ 

森本 周子（昭 25文） 

 折口信夫先生没後 50 周年記念の「源流」13

号発刊の知らせを受け、9月に久々に上京した。  

 そしてはずみが付いたように11月末には記念 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講演会に三田キャンパスへ出向い

 孫には『へとへとに疲れた。

いながらまた来たじゃん～！』

った。 
 益々のご活躍お祈りいたします

 
一
年
生
に
、
上
級
生
の
雑
用
を
さ
せ
な
い 

私
は
、
慶
應
義
塾
の
体
育
系
の
特
色
に
、
上
下
関
係
は
非
常
に

厳
し
い
が
、
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
」
精
神
が
厳
然
と
あ

っ
た
こ
と
を
、
尊
い
も
の
と
今
も
思
い
返
し
て
い
る
。
四
年
生
の

上
級
生
で
も
、
自
分
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
自
分
で
洗
濯
し
て
い

た
。
他
校
で
は
、
一
年
生
が
そ
れ
を
全
部
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

中
で
、
慶
應
は
そ
う
い
う
こ
と
が
な
く
民
主
的
だ
っ
た
。
練
習
の

し
ご
き
は
仕
方
な
い
が
、
私
的
雑
用
に
こ
き
使
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
猛
練
習
の
お
蔭
で
、
一
年
生
は
早
く
体
力
を
つ
け
て
、
上
級

生
と
対
抗
試
合
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
体
格
的
に
大
き

く
て
、
時
々
試
合
に
出
し
て
も
ら
っ
た
。 

地
獄
絵
の
「
夏
合
宿
」
と
富
士
山
伏
流
水 

八
月
の
夏
休
み
、
山
中
湖
の
慶
應
山
荘
で
の
約
二
週
間
の｢

夏

合
宿｣

は
地
獄
絵
と
言
わ
れ
る
厳
し
さ
だ
。
極
限
ま
で
走
り
込
み
、

当
た
り
、
散
ら
し
等
の
練
習
を
通
じ
て
、
徹
底
的
に
体
力
を
つ
け

て
ゆ
く
。
「
地
獄
」
と
言
い
た
く
な
る
合
宿
だ
が
、
今
と
な
れ
ば

地
獄
絵
も
、
青
春
を
燃
焼
し
尽
く
し
た
心
地
よ
い
思
い
出
に
な

る
。 そ

の
地
獄
で
の
た
だ
一
つ
、
練
習
後
、
「
慶
應
山
中
山
荘
」
に

戻
り
、
水
道
か
ら
出
る
氷
水
の
よ
う
な
清
冽
な
水
に
、
当
時
流
行

っ
た
「
渡
辺
の
ジ
ュ
ー
ス
の
素
」
を
溶
か
し
、
ぐ
っ
と
飲
む
の
が

な
ん
と
嬉
し
か
っ
た
こ
と
か
。
富
士
山
の
伏
流
水
が
非
常
に
お
い

し
く
て
、
冷
た
か
っ
た
。
あ
れ
は
救
い
だ
っ
た
。 

 

一
年
坊
主
の
新
人
が
、
そ
う
い
う
経
験
を
経
て
体
を
つ
く
り
、

精
神
的
に
も
鍛
え
ら
れ
て
、
秋
の
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
た
も
の
で

あ
る
。 

 
 
 

ラ
グ
ビ
ー
の
素
晴
ら
し
さ 

慶
應
っ
て
お
も
し
ろ
い
学
校
で
、
私
が
入
っ
た
頃
、
慶
應
義

塾
元
塾
長
で
テ
ニ
ス
部
出
身
の
小
泉
信
三
先
生
が
「
練
習
は
不

可
能
を
可
能
に
す
る
」
と
い
う
言
葉
を
全
体
育
会
に
贈
ら
れ
た
。

だ
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
百
メ
ー
ト
ル
十
三
秒
と
、
走
り
が
遅

い
選
手
も
、
練
習
す
れ
ば
十
二
秒
を
切
る
こ
と
も
で
き
る
と
、

不
可
能
を
可
能
に
す
る
練
習
を
続
け
た
。 

ラ
グ
ビ
ー
を
表
現
す
る
素
晴
ら
し
い
言
葉
は
多
い
。
「
花
と

な
る
よ
り
、
根
と
な
れ
」。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ
マ
作
「
三

銃
士
」
の
冒
頭
の
「
国
王
は
み
ん
な
の
た
め
に
。
み
ん
な
は
国

王
の
た
め
に
」
か
ら
「O

n
e fo
r A
ll. A

ll fo
r O
n
e. 

ワ
ン
・

フ
ォ
・
オ
ー
ル
・
オ
ー
ル
・
フ
ォ
・
ワ
ン
」
が
生
ま
れ
た
。 

昔
か
ら
、「
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
、
少
年
を
一
番
早
く

男
に
し
て
、
男
に
永
遠
の
少
年
の
魂
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
若
き
ラ
ガ
ー
の
多
く
が
、
白
髪
ま
じ
り 

の
年
齢
に
達
し
て
も
、
ラ
グ
ビ
ー
に
見
果
て
ぬ
恋
を
し
て
、
仲 

間
と
会
う
度
に
、
青
春
の
血
を
た
ぎ
ら
せ
た
あ
の
熱
い
時
代
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
の
で
あ
る
。
（
終
り
）

中
神
様
、
楽
し
い
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

次
号
か
ら
は
堀
切
民
善
氏
（
昭
２９
経
）
の
連
載
が
始
ま

り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

（
編
集
部
）

 

 

た。 
もう来ないと言

と言われてしま

。（編集部注） 

中
神(

李) 

安
邦
（
昭
三
十
九
文
）

シリーズ第５弾
 

『
タ
イ
ガ
ー 

ジ
ャ
ー
ジ
』
③
（
最
終
回
）

社中の心 



 

≪12 月クリスマス家族例会レポート≫ 

                            

           辰野 芳之（昭 42経） 
  今回は、やはりタイガースグッズが多かったこ

と、タオル王（？）が購入を手控えられたことな

どが印象に残りました。 
 高橋副会長の中締め、恒例の若き血斉唱で、あ

っという間にお開きを迎えたのでありました。 

 
 今年は秋から冬にかけ、暖かい日が続き山には

まだモミジが残っていましたが、師走 12月 19日
関西地方に木枯らし一番が吹き荒れ、本当に寒い

一日になりました。 
我らがクリスマス例会の会場、神戸の夜景を眼

下に見下ろす＜THE HOUSE OF PACIFIC 
KOBE＞には、お子さまや家族など約 60人が集い、
この倶楽部の雰囲気そのままのアットホームな暖 

かさで一杯でした。 
 和田会長の挨拶、五代副会長の乾杯で、宴は

開始、料理は日欧亜の温かいあるいは冷たいキュ

イジーヌが並びまし

た。シャンパン、続

いてビール、ワイン

が出る頃には会場も

すっかり和み、わい

わいがやがや、ひと

しきり食事が進みま

した。みんなのお腹が落ち着いた頃を見計らって

ウッチーこと内山幹事の司会に招かれ相愛大学

のお嬢さん２人が登場。フルートデュオによるポ

ピュラーなクリスマスソングなどでさらに雰囲気

を盛り上げてくれました。 
 この後は、いよいよ期待のオークションの始ま

りです。 
ウッチーの独壇場

と思いきや、幹事の

みなさんの口上もな

かなか商売上手！ 
 “０二つはだめだ

よ、０三つ以上から

だよ！”の縛りも効いて売り上げは 157,000 円と
好調。昨年に比べ

ると大分減ったよ

うですが、それで

も倶楽部運営には

大変ありがたいも

のでした。 

 
 

始めてのクリスマス会参加でしたが、幹事のみな

さんのお世話により本当に楽しい会でありました。

“感謝！感謝！” 
改めて神戸慶應倶楽部の良さを感じながら、北

風の街へ、そして帰途につきました。 

 

当日の写真アルバムを倶楽部ルームに掲示し

ております。ご希望の方にはプリントいたしま

すので、お気軽にお申し出ください。（編集部） 

 

 

＜同好会情報＞ 

 

囲碁同好会  第 1金曜日  倶楽部ルーム 
会費：1000円（弁当代） 

世話人：鈴木 滋   
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ＰＣ同好会  第 3金曜日  倶楽部ルーム 
       会費：2000円（弁当代として） 
世話人：市川義人 

イーゼル会  第 2・第 4木曜日 倶楽部ルーム 
会費：月額 5000円（食事代は別） 

世話人：八巻晤郎  
乗馬愛好会  年２回    明石乗馬協会にて 
       会費：実費 
世話人：三瀬祥夫（T＆F 078‐991‐3715）  

ＫＫＪＣ   外部会場 会費：実費 
  世話人：近藤 正 
ゴルフ同好会 
  世話人：近藤 正 
テニス同好会                    

世話人：茂木立仁 
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≪公立中学校の数学について≫  
         王鞍 延子（平 4文・12経） 
 
敗戦後ほぼ 60年の歳月が経つ。昭和 22年に発

足した公立中学校の数学の内容には、種々の変遷

がある。昭和 23年には、水準が高すぎるとのこと
でアメリカから 1・2 年分下げられたこともあり、
生活単元学習の１分野として位置付けされた。 
日本が独立国となってからは、教育関係者らに

より､昭和 33 年には、独自の系統性のある学習指
導要領が作成された。その内容は、これから日本

が発展していくために、科学技術の向上を目指し、

数学教育の重要性を示したものであり、中３では

週 5時間も可能であった。中身は、A数、B式、C 
数量関係、D計量、E図形となっていた。 
その後、集合論に代表される数学の流れは、数

学教育現代化の方向に進んでいく。先端を行く教

師たちは、いかにして現代化を中学生に取り入れ

るか研究した。三田の図書館にはこの足跡が有り､

その成果は、中学生の教科書に取り入れられてい

るのを知った時は驚いた。 
昭和 44 年の学指要の内容はがらりと変わった。

A 数と式、B 関数、C 図形、D 確率と統計、E 集
合と論理となった。たとえば、方程式の解も集合

の規則にしたがって書くとか、すべて集合を基本

にして考えるというもので、実施すると生徒､教師

に混乱が生じ集合とは何か、必要なのかと社会問

題化するまでになった。 
落ちこぼれ､切り捨てなどの問題が発生した。 
そこで昭和 52 年の学指要の改訂では、集合､論
理はなくなり、55 年実施からは､基礎重視に軽減
された。そしてその後内容は、多くなることはな

く、今年からはさらに授業数も内容も少なくなっ

ている。昭和 30年代､40年代に普通の中学生たち
への数学教育の重要性を述べ､技術国日本の発展

を願った熱気は､現在あまり感じられない。将来日

本を背負う普通の中学生にきちんと数学を教育し

ていくことは、非常に大切と思っている。 
 
会員の皆さまからの投稿お待ちしています。 
旅行記シリーズも続けます。 

    

  

囲碁同好会

11 月 2 日
碁の会と，

囲碁懇親会

当方から 4
が参加し、

宝塚保養所

屋で、和気

交流を深め

すが、他流試

また時期を

しあい、第

次回は、

ご参加をお

 
PC同好会

Windows
道具として

はないでし

マイクロ

すくと巨大

せとつぎ込

 仕事にし

ネットを使

告業務は現

した。加えて

ない税理士

あります。

 これから

体化するで

われるよう

してどこで

ません。 
地上デジ

係はこれか

 PC同好会
いについて
 

           

 
 

 淺沼 清之（昭 36経） 
       

(日)慶應理工学部同窓会関西支部・囲
神戸慶應倶楽部・囲碁同好会の、合同

が開催されました。先方からは 7 名、
名(五代、宮田、安永、淺沼)合計 11名
先方幹事丸山氏のお世話で、ヤンマー

で対局し、終了後は、宝塚駅前の居酒

藹々と、囲碁談義を織り交ぜながら、

ることができました。初めての企画で

合も、お互いに刺激になりますので、

見て、今後も交流を深めることを確認

一回目の会合を終えました。 
参加者数で負けないように、積極的な

願いいたします。 

 
市川 義人(昭 57経） 

  
2000や Xpがでて、やっとパソコンが
気を使わずに使えるようになったので

ょうか。 
ソフトをはじめとする PC 産業はすく
企業に育ちました。私も安月給をせっ

んで･･･。感無量ですね。 
ている税務申告も、来年からインター

った電子申告が始まります。会計や申

在でも手書きでの作成は少なくなりま

申告自体も電子化になり、PCの扱え
は仕事ができなくなる時代になりつつ

 
の PC 業界ですが、テレビと PC は一
しょう。録画の記録媒体に HDD が使
になりましたが、手軽に HDD を交換
も録画を楽しめるようになるかもしれ

タル放送も開始されましたし、映像関

ら楽しみが増えそうです。 
でも新しいメディアとPCの係わり合
の啓蒙活動ができればと考えています。 
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新入会員紹介

輪が大きく繋がってきました。今月号から一重

の輪で行きたいと思います。

このコーナーは新入会員を順次紹介していきま

す。皆さんの自己アピールや趣味の話など自由

に書いて送ってください。 

結婚しました！ 

９月 19 日 畑 斗茂美さん（下山）（平 05 経） 
10 月 18 日 森本 泰暢さん（昭 60 法） 
12 月 21 日 斉藤 貴夫さん（平 02・経）

末永くお幸せに！ 

kt
長方形



～～1 月例会のご案内～～ 

≪関西不動産三田会との合同例会≫ 

日時：1月 16日(金) 19：00より 
会場：神戸ポートピアホテル

南館 17階レインボールーム 
神戸市中央区港島中町 6－10－1 
（TEL 078-302-1111） 

講師：北口寛人氏（明石市長）

演題「市民と行政とのまちづくり」（仮題）

市民と行政が、互いの垣根を取り払い、とも

に知恵を出し、ともに汗を流し、ともにまちづ

くりを進めていくことができるシステムの構築

について、お話しいただきます。

6

（北口氏の経歴）平成元年慶應義塾大学経済学部

卒業。同年三菱重工に入社し、平成 11年の統一地
方選挙で、父親の跡を継いで明石市から県会議員

選挙に立候補して当選。１期勤めた後、平成 15年
の市長選挙に出馬して当選。兵庫県内の最年少市

長としてご活躍中。

会費：8,000円 
平 6 卒以降の会員及び女性 6,000 円
（オブザーバーは、各 1000円プラス）

～その他の 1月の行事～ 
〇1月 10日(土) 18：30～ 
福澤諭吉先生誕生記念祝賀会

記念講演：安西祐一郎塾長 

阪急インターナショナル４階「紫苑の間」

（詳細については、BRB12月号 4ページ目を
ご覧ください。）

≪事務局からのお願い≫

12月 27日から来年 1月 4日まで、お休みさ
せていただきます。平常の開室時間は、11：00
～15：00です。（土･日・祝日は休みです。） 
住所、メールアドレス等の変更は、必ずご連

絡ください。

「月刊 BRB」についてのご意見、ご感想をお聞
かせください。
堀 友子 

八巻晤郎  

～今後の行事予定～～

〇2月 18日(水) 18：30～
2月度例会  

会場・会費は未定 

オペラ歌手演奏の予定あり

〇3月 26日(金) 18：30～
3月度例会 東天閣      
 講師：野澤武史氏（神戸製鋼ラグビー部）予定

〇4月２１日(水) 18：30～
4月度例会 倶楽部ルーム       講師未定

〇5月 21日(金) 18：30～
2004年度総会 蘇州園   

★ 詳細につきましては、決まり次第ＢＲＢ・メー

ルマガジン等でお知らせしますので、毎月ご覧

ください。
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≪今月の絵≫
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